
PostgreSQLのインストールと起動 

 

 実行環境としてオープンソースのデータベースである PostgreSQL（バージョン 11.2）の

Windows 10 へのインストール方法を紹介します。 

 

ステップ 1 インストーラのダウンロード 

 以下の PostgreSQL ダウンロードサイトからインストーラをダウンロードします。 

 

https://www.enterprisedb.com/downloads/postgres-postgresql-downloads#windows 

 

本書では、64 ビット版の Windows のインストーラ（Windows x86-64）を使って Windows 

10（64 ビット）へインストールする手順を解説しますが、環境に応じて適切なものをダウ

ンロードしてください。たとえば、皆さんの使用しているPC の OSが 32 ビットの Windows

であれば、「Windows x86-32」のインストーラをダウンローする必要があります（図 A.1）。 

 

・11.2 の Windows x86-64 の「Download」をクリックして、インストーラをダウン

ロードする 

 

▼図 A.1 PostgreSQLインストーラのダウンロード 

 

1



［注意］ダウンロードしたインストーラ（postgresql-11.2-2-windows-x64.exe）は、

ブラウザのダウンロードフォルダに格納されます。ご使用のブラウザのダウンロード

フォルダを確認してください。 

 

ステップ 2 インストーラの実行 

 インストーラを実行する際は、ファイルを右クリックして［管理者として実行］をクリ

ックします（図 A.2-1）。 

 

［注意］PostgreSQL のインストールには OS の管理者権限が必要になるため、インス

トーラをダブルクリックするのではなく、必ず［管理者として実行］で実施するよう

にしてください。このとき、管理者のパスワードを求められたり、実行を許可するか

たずねるウィンドウが表示されたりする場合があります。その場合は、設定したパス

ワードを入力したり、［はい］（OK ボタン）を押したりしてください。 

 

▼図 A.2-1 インストーラ を右クリックし［管理者として実行］を選択 

 

 

 

 「このアプリがデバイスに変更を加えることを許可しますか？」というメッセージが表

示されたら、［はい］を選択してください。 
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 すると、図 A.2-2 のセットアップ画面が起動するので、［Next >］ボタンをクリックしま

す。 

 

▼図 A.2-2 インストールの開始 
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ステップ 3 インストールディレクトリの選択 

 インストールディレクトリを選択する画面が表示されます（図 A.4）。デフォルトでは

「C:¥Program Files¥PostgreSQL¥11」が表示されていますが、「Program Files」フォル

ダ は ユ ー ザ ア カ ウ ン ト に よ っ て は ア ク セ ス で き な い 可 能 性 が あ る た め 、

「C:¥PostgreSQL¥11」に書き換えて［Next >］ボタンをクリックします。なお、インス

トール時にディレクトリは自動的に作成されるため、前もって作成する必要はありません。 

 

▼図 A.3 インストールディレクトリの選択 

 

 

 

C:¥PostgreSQL¥11 

に書き換える 

C ドライブ直下のPostgreSQL フ

ォルダの中の 11 フォルダにイン

ストールするという意味 
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ステップ 4 インストールするコンポーネントの選択 

 インストールするコンポーネントを選択する画面が表示されます（図 A.4）。個々のコン

ポーネントの詳細の説明は省略しますが、そのまま［Next >］ボタンをクリックします。

す。 

 

▼図 A.4 インストールするコンポーネントの選択 
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ステップ 5 データを保存するディレクトリの選択 

 データを保存するディレクトリを選択する画面が表示されます（図 A.5）。

「C:¥PostgreSQL¥11¥data」が表示されるので、特に変更する必要がなければ、そのまま

［Next >］ボタンをクリックします。 

 

▼図 A.5 データを保存するディレクトリの選択 
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ステップ 6 データベース管理者ユーザのパスワードを設定 

 データベース管理者ユーザのパスワードを設定する画面が表示されます（図 A.6）。パス

ワードを入力して［Next >］ボタンをクリックします。このパスワードは後で PostgreSQL

にログインする際に使用するので、忘れないようにしてください。 

 

▼図 A.6 データベース管理者ユーザのパスワードを設定 

 

  

このデータベースの管理者はあな

たです。自分で決めたパスワード

を入力してください。ログイン時

に使うので忘れないようにメモし

ておくこと 
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ステップ 7 ポート番号の指定 

 PostgreSQL のポート番号を設定する画面が表示されます（図 A.7）。特に変更する必要

がなければそのまま［Next >］ボタンをクリックします。通常はこのままで問題ありませ

ん。 

 

▼図 A.7 ポート番号の設定 
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ステップ 8 ロケール（地域）の指定 

 PostgreSQL のロケールを設定する画面が表示されます（図 A.8）。「Japanese, Japan」

を選択して［Next >］ボタンをクリックします。 

 

▼図 A.8 ロケールの設定 
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ステップ 9 インストール設定の確認 

 インストール設定のサマリ画面が表示されます（図 A.9）。そのまま［Next >］ボタンを

クリックします。 

 

▼図 A.9 インストール設定のサマリ画面 
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ステップ 10 インストール 

 インストール開始画面が表示されます（図 A.10-1）。そのまま［Next >］ボタンをクリッ

クします。 

 

▼図 A.10-1 インストールの開始 

 

 

 インストールが開始されます（図 A.10-2）。 

 

▼図 A.10-2 インストールの実行中 
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 終了画面が表示されます（図 A.10-3）。［Launch Stack Builder at exit?］のチェックを

外して［Finish］ボタンをクリックします。「Launch Stack Builder」はさまざまな付属ツ

ールをインストールするための機能ですが、PostgreSQL そのものを利用するだけならば特

に必要ありません。これでインストールは完了しました。 

 

▼図 A.10-3 インストールの完了 

 

 

  

このチェックをはずす 
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ステップ 11 設定ファイルの書き換え 

 セキュリティを高めるために、PostgreSQL の設定ファイルの書き換えを行ないます。次

のファイル（図 A.11-1）をメモ帳などのテキストエディタで開いてください。 

 

C:\PostgreSQL\11\data\postgresql.conf 

 

▼図 A.11-1  postgresql.conf を右クリックした状態 

 

 

［参考］メモ帳で開くには、以下のようにします。 

1．postgresql.conf を右クリックして［プログラムを開く(H)］を選択（図 A.11-1） 

2．「このファイルを開く方法を選択してください。」と表示されたら、「その他のアプ

リ↓」をクリック（図 A.11-2） 

3．少し下にスクロールして「メモ帳」を選択して［OK］をクリック（図 A.11-3） 
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▼図 A.11-2  その他のアプリ↓をクリック    ▼図 A.11-3 メモ帳を選択し［OK］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 postgresql.conf をメモ帳で開くと、図 A.11.4 のように表示されます。 

 

▼図 A.11-4  postgresql.conf をメモ帳で開いた状態 
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 このファイルの内容を、「listen_addresses」というキーワードで検索してください。こ

のキーワードは、インストールした直後は「listen_addresses   = '*'」のように設定さ

れています。これは、すべてのリモートホストからの接続を受け付けるという意味ですが、

学習用環境としてはローカルマシンからのみ接続できれば十分のため、以下のようにこの

行の先頭に`#`をつけてコメントアウトします。 

 

#listen_addresses   = '*' 

 

 そして、新たに次の 1 行を追加して、上書き保存します（上記 1 行の上に追加してくだ

さい）。 

 

listen_addresses   = 'localhost' 

 

 

 

▼図 A.11-5 listen_addresses = 'localhost'を追加したところ 

 

  

この行を追加 

 

先頭に#をつけてコメントアウト 
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ステップ 12 PostgreSQL の再起動 

 これで、ローカルマシンからのみ PostgreSQL に接続可能な設定になりました。この設

定を有効にするためには、一度 PostgreSQL を再起動する必要があります。左下の

「Windows」マーク  をクリックして［Windows 管理ツール］→［サービス］を選択し

ます（図 A.12-1）。 

 

▼図 A.12-1 「Windows」マークをクリックし［Windows 管理ツール］→［サービス］を選択 
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「サービス」画面が表示されるので、「postgresql-x64-11」という行を探し、選択してく

ださい（図 A.12-2）。左側に表示されるメニューの中から、「サービスの開始」または「サ

ービスの再起動」を選択してください。 

 

［注意］すでに PostgreSQL が開始状態にあるときは、「サービスの開始」は表示され

ません。逆に、PostgreSQL が停止状態のときは、「サービスの再起動」が表示されな

くなっています。 

 

 これで PostgreSQL に先ほどの「listen_addresses」の変更が反映されます。 

 

▼図 A.12-2 「サービス」から PostgreSQL を再起動 

 

 

 このとき、間違えて「postgresql-x64-11」以外のサービスを停止してしまうと、OS が正

しく動作しなくなる危険があるため、絶対に他のサービスは操作しないでください。 

  

「サービスの開始」

または「サービスの

再起動」を選択 
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ステップ 13 PostgreSQL に接続 

 インストールと設定が終了したので、PostgreSQL に接続を行ないます。まずは、コマン

ドプロンプトを起動します。 

 

［注意］Windows 10 では、次のいずれかの方法でコマンドプロンプトを起動できます。 

  

●［方法 1］タスクバーから起動する 

画面左下にあるタスクバー（「ここに入力して検索」）に「cmd」と入力すると「コ

マンドプロンプト」が選択された状態で表示されるので、右側の「管理者として実

行」を選択します（図 A.13-1）。 

 

▼図 A.13-1 タスクバーに「cmd」と入力して「管理者として実行」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに～の部分に「cmd」と入力 

②「管理者として

実行」を選択 

① cmd と入力 
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●［方法 2］「Windows」マークから起動する 

左下の「Windows」マーク    をクリックして［Windows システムツール］

→［コマンドプロンプト］とたどり、［コマンドプロンプト］を右クリックし

て［その他］→［管理者として実行］を選択します（図 A.13-2）。 

 

▼図 A.13-2 「Windows」マークから［Windowsシステムツール］の［コマンドプロン

プト］を右クリックして［その他］→［管理者として実行］を選択 

 

 

 

 

 上記いずれかの方法でコマンドプロンプトを起動し、「このアプリがデバイスに変更を加

えることを許可しますか？」というメッセージが表示されたら、［はい］を選択してくださ

い。 
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 コマンドプロンプトを起動すると、図 A.13.3 のような画面が表示されます。 

 

▼図 A.13-3 コマンドプロンプト 

 

 

以下のように入力し（図 A.13-4）、［Enter］キーを押します。 

 

C:\PostgreSQL\11\bin\psql.exe -U postgres 

 

▼図 A.13-4 入力後の状態。この状態で［Enter］キーを押す 

 

 

 このとき「ユーザ postgres のパスワード：」と表示されてパスワードを要求されること

もあります（図 A.13.5）。その場合は、インストール時に自分で設定したパスワードを入力

し［Enter］キーを押します。 

 

［注意］パスワードは入力しても、安全のため画面には表示されません。点滅したカ

ーソルの位置が変わらないため一見入力されていないように感じますが、きちんと入

力されていますので、入力し終わったらリターンキー（［Enter］）を押しましょう。 
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▼図 A.13-5 インストール時に自分で設定したパスワードを入力（入力したパスワードは表示

されないので注意） 

 

 

 

 PostgreSQL への接続が完了すると、図 A.13-6 のようにコマンドプロンプトに

「postgres=#」と表示されます。この状態になれば、SQL 文を実行できます。 

 

▼図 A.13-6  PostgreSQL への接続が完了 

 
 

  

カーソルが点滅している。ここに SQL 文を入力していく 
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